
Ｉ　はじめに
１　研究経緯と目的
　本研究は島根大学教育学部美術科教育専攻と島根県立
美術館との連携による、造形ワークショップの実践に基
づき、教材開発の過程や支援の方法など、実施に関する
具体的な知見を明らかにするものである。
　本学の美術科教育専攻は島根県立美術館と連携し、毎
年造形ワークショップを開発、実践している。美術館の
事業、教育普及活動について学習し、夏季中の企画展・
コレクション展に関連する造形体験のワークショップを
共同で企画することで、学生が教材の作成、参加者への
指導・運営までの全行程を実践的に学習・実施すること
を目的としている。過去の実践例として、彩色石鹸を用
いた造形活動の例をすでに第一稿としてまとめている。

（※１）
　本研究では続く第二稿として、令和４年度に実践した
例をまとめる。本専攻と美術館との連携に基づき、本ワー
クショップは、大学教員、学芸員、附属学校教諭の指導
のもと、美術科教育専攻３年生が試作品の作成や使用す
る道具の検討、支援方法や発話までを計画したうえで実
践したものである。

２　対象ワークショップと開発の概要
　島根県立美術館で開催されたコレクション展「しまび
コレクション×夏の自由研究 なにで描こう なにに描こ
う」と関連し、描画材料である絵具に着目した「チョー

クで絵具！箔できらめくアートパネル」（令和４年８月
11 日～ 13 日の各日２回、各回定員 12 名）の実践を取
り上げる。参加者は一般参加者（小学３年生以下は保護
者同伴）を対象として、島根県立美術館からの募集告知
を経て決定した。１回２時間、計３日間で全６回の実施
日程のうち、１回を島根・鳥取両県の現職教員研修とし
て開催した。（※２）
①　題材の概要
　島根県立美術館では、令和４年７月 21 日～８月 29 日
の会期で「しまびコレクション×夏の自由研究 なにで
描こう なにに描こう」が開催された。絵画はどのよう
にしてできているのかという問いかけのもと、キャンバ
スや木板に代表される支持体、水彩絵具等の描画材に着
目し、絵画の物質性の観点から、成り立ちや表現の仕組
みについて示した作品展である。各絵具の種類や組成を
紹介した展示もされており、これに関連したワーク
ショップを開発するにあたり、絵画の活動を中心に据え、
特に材料に注目することとした。
　絵具全般の構成要素である顔料（色材）と展色材（バ
インダー）を用意し、絵具そのものを自作する。顔料に
油脂を加え、練り合わせることによって油絵具が得られ、
顔料に水性の糊分を加えることによって水彩絵具が得ら
れる。その際多少の添加物を加えることによって、絵具
の伸び具合や艶の調整等が可能となる。特に水彩絵具は、
展色材としてアラビアゴムが用いられ、安価であり、素
材の調達も容易である。

色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作 
― 美術館のための造形ワークショップ開発Ⅱ ―

野村真弘＊　・　藤田英樹＊　・　小谷　充＊　・　上野小麻里＊＊

Masahiro NOMURA・Hideki FUJITA・Mitsuru KOTANI・Saori UENO
Creation of art panel using watercolor paint with colored chalk.

－Development of Art Workshops for Museums II－

要　旨
　本研究は島根大学教育学部美術科教育専攻と島根県立美術館との連携により「絵画素材を題材とした制作活動」を
開発し、造形ワークショップの実践に基づいて、開発の過程で得られた知見や参加者支援の方法などを明らかにした。
本ワークショップは、色チョークとアラビアゴムをそれぞれ顔料（色材）、展色材（バインダー）として使用、水彩絵
具を自作し、描画する。その後、箔による擦り出し技法を用いて独自のアートパネルを制作し、成果物とするもので
ある。ワークショップの全容を 8 部構成として定め、それぞれ開発の要点として課題と解決、支援方法の内容をまとめ、
実践の状況をタイムラインによって示した。実践結果として、活動時間の問題、参加者の描写力、表現力の扱い関す
る問題、材料についての問題、題材の主眼について取り上げ、本ワークショップの実践から得た知見に基づき、汎用
性について言及した。
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Ⅱ　本ワークショップ開発の要点と支援方法
１．導入
　本ワークショップの導入は、絵画的な活動でありなが
ら、描画によって図像（イメージ）を生み出すことが目
的ではなく、絵具という素材や、扱い方に注目してもら
うことが重要である。
　島根県立美術館の所蔵作品のなかから、特に開催中の
コレクション展展示作品のうちから小泉清の《にわとり》

【図５】、《自画像》【図６】、西晴雲の《老松図》【図７】、
を取り上げた。《にわとり》からは油絵具が主に顔料と
油脂により構成されていることと、その特徴を示した。
また、《老松図》は墨が主に煤と膠によるものであると
いうこととその特徴を、最後に《自画像》により水彩絵
具の構成とその特徴を示した。それぞれの例による共通
点を示すことで、絵具は共通して顔料（色材）と展色材

（バインダー）によって構成されていることが理解でき
る。［表１］

２．顔料の制作
　色チョークを適量に折り、木槌、乳鉢、乳棒を用いて
砕く活動を行う。開発当初、赤・青・黄に、緑、白の中
性色や無彩色も制作候補としていたが、制作時間が超過
する懸念や、制作したものの実際の使用量を検討した結
果、色の三原色を基準とした赤・青・黄に絞り、３色の
チョークからそれぞれ赤色制作班、青色制作班、黄色制
作班としてグループごとに色分けを担当して制作を行う
こととした。
　色チョークを砕く際には、破片が飛散する恐れがある
ことから、二重のジッパー袋にチョークを入れ、袋の上
から木槌で叩き、破砕する。その後、乳鉢へ移し、乳棒
で細かく粉砕した。【図８】粉砕の具合は、先に木槌で
10 回、声を揃えて叩く、乳鉢に移してから３分間すり
潰す、というように回数、時間によって管理し、適宜
GL が様子を伺うことで制作進度、具合を管理した。【図
９】［表２－３］

３．展色材の制作
　粉末状のアラビアゴムを用意し、トレイ上で湯と混ぜ
合わせる。展色材の伸びの良さを確保するため、添加剤
としてグリセリンを用意した。参加者一人分の分量を検
討し、アラビアゴム７g、湯 15g、グリセリン 1g と定め、
事前にアラビアゴムを小分けにしておくことで素早く制
作に移れるようにした。これらの材料を混ぜ合わせる際
に、湯が冷めないうちに手早く混ぜ合わせることを意識
づけ、「１分で混ぜる」、「グリセリンを加え、再び２分
混ぜる」、と時間を定めた。【図 11】［表４］

４．水彩絵具の制作
　トレイ上で作成した展色材の上から顔料を合わせ、ヘ
ラで練りあげることで水彩絵具を制作する。練りあげる
際に粉砕した顔料を均一に伸ばすため、顔料を合わせる
際は一度に軽量スプーン山盛り１杯分と定め、繰り返す
ことで制作した。【図 12】練り終えた水彩絵具は GL が
トレイごと回収する。全３班の絵具制作が完了したのを

②　制作物（成果物）の概要
　顔料として色チョーク（※３）、展色材としてアラビ
アゴムを湯で溶いたものを練り合わせ、水彩絵具を自作
する。次に、イラストレーションボード（※４）に自作
した絵具を用いて、指で自由な描写を行う。さらに、描
写した面に真鍮箔または銀箔を施すことで、偶然性を活
かしたきらめきのある画面を生じさせる。絵具を乾燥さ
せる時間を用いて額を作成し、額装したものを成果物と
する。【図１】
　色チョークを使用し絵具を作る活動は、平成 26 年に
京都教育大学で行われた公開講座で工藤博幸による例

（※５）があるが、先行研究としてまとめられたものは
見られない。野角、楡金、島村、坂本（2024）による研
究（※６）では、身近な土砂を用いた絵具の制作の例が
挙げられ、同研究内でもその他素材を絵具として用いる
例が報告されている。絵具を利用した活動として、顔料
と展色材に着目した内容であることから、本研究と関連
性がある。
③　制作支援の概要
　制作環境として、参加者を全３班のグループに分け、
１班に一人の支援者（グループリーダー：以下 GL）を
置く。全体の進行と説明は総括者（メインスピーカー：
以下 MS）が行い、グループ毎の個別の指示や、細かい
支援を各 GL がそれぞれ行う。さらに、各回２名程度の
サポーター（SP）を配置し、個別に指示された作業（用
具の準備・片付け、照明の操作等）を担う。【図２】
　制作活動は１，導入、２，顔料の制作、３，展色材の
制作、４，水彩絵具の制作、５，練習、６，本制作、７，
額の制作と額装、８，鑑賞の８部構成とした。一般的な
絵画の活動では、描かれた図像（イメージ）や、描き方

（描写力）や表現力に関する内容を扱うことが多い。こ
こでは材料そのものや、その扱いに注目した内容である
ことから、意図が充分に伝わるような支援を行う必要が
ある。具体的な図像の描画を考慮しないという点で、成
果物は必然的に抽象的な絵画作品となる。第一稿として
まとめた彩色石鹸を用いた造形活動の例において指摘さ
れたように、ここでの成果物は色彩による抽象的な絵画
としての画面構成や、色彩の調和といった、絵画上の問
題と無関係ではいられない。しかし、絵画上の問題に過
度に注力すると、本ワークショップの意図と乖離する恐
れがあることが課題であった。
　上記課題の解決を図り、本ワークショップでは絵画と
いう呼称をあえて避け、成果物はあくまでアートパネル
という名称を用いている。そのうえで、発話内容にも「絵
を描きましょう」といった、図像（イメージ）を描くこ
とを連想させる言葉遣いを避けている。また、描画面に
偶然性の効果を与えるため、真鍮箔・銀箔を用いて「擦
り出し技法」を取り入れた。これにより、絵具を用いた
描画は画面上の効果として残りつつ、箔によって偶然の
模様が生み出されることとなる。参加者は描画によって
作品を描きださなければならないという観念から離れ、
自身の制作活動が積み重なった結果生じた、偶然の模様
に対して想像を膨らませることとなり、上記課題に対し
て一定の解決を得ることとなった。
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ト額の形式を採用し、額の底面に黒色の厚紙を用いた。
厚紙の四辺に木枠を貼り付け、完成した作品を厚紙の中
央に張り付けることによって額装が完了する。制作時間
の都合により、張り付けるための材料には両面テープを
使用した。
　額の制作には、正確に四辺、中央を定める必要がある
が、参加者の年齢を考慮し、治具を用いて制作が進めら
れるようにした。作成した治具は、用いる材料を L 字
に嚙合わせることで正確な位置を定めることが可能とす
るものである。【図 23,24】

８．鑑賞
　完成した作品を鑑賞用の机に移動させ、参加者全体で
鑑賞を行う。その際二名ほど指名し、感想を伺う。鑑賞
の観点として、①絵具の立体感、②モチーフ、模様（具
体的な言及は避ける）、③混色した色の面白さ、④箔と
の組み合わせによる効果、⑤作品の特徴的な部分、と定
めた。これらの観点は、事前に打ち合わせたものと合わ
せ、実践経験によって得られた観点も含まれ、都度適切
な鑑賞と、作品に対する言及が行えるよう柔軟に対応さ
れた。［表 11,12］

Ⅲ　本ワークショップの実践
　本ワークショップはメインスピーカー（MS）とグルー
プリーダー（GL）が相互に連携しつつ、制作、進行、
時間配分や用具の管理を行いながら活動する。各回で担
当する役割が変更されても常に同質の活動が行えるよ
う、発話の意図や制作の工程、時間配分等は複数回のリ
ハーサルを経て定め、活動の進行表は厳密に作成した。
第一稿の形式に倣い、進行表は文末のタイムライン全文
と対応した図版をもって実践状況を示す。

Ⅳ　結果
　本ワークショップの実践を通じて、以下の知見を得た。
１．活動時間の問題
　絵具を扱う活動では、時間配分に対する工夫が必要と
なる。本ワークショップのように、描いた絵に、さらに
工程を重ねていくような活動の場合、描いた絵具の層が
乾燥し終えないと次工程に移ることができない。絵具を
塗る活動を終えた後、次工程の説明を挟み、さらに作品
を飾るための額を制作することで、絵具の乾燥時間を確
保するに至った。また、色チョークを砕き顔料を得る工
程や、作成した展色材と顔料を混ぜ合わせ絵具を制作す
る工程等、どの程度砕くか、どの程度混ぜるかといった
不文律のある工程を全て分単位の時間で管理した。作業
時間は開発段階において実験を繰り返すことによって定
められた。

２．参加者の描写力、表現力の扱い関する問題
　描く活動あたって、参加者の描写力や表現力をどのよ
うに扱うのかという問題がある。制作支援の概要（Ｉ－
２－③）でも述べたように、本ワークショップの本旨は
絵画における材料やその扱いに対する理解を得ることで
ある。そのため、本ワークショップの成果物は参加者一

確認後、得られたそれぞれ赤・青・黄の絵具を水彩パレッ
ト上に適量ずつ盛り付けていく。【図 14】［表４－５］

５．練習（混色の指導）
　三原色による減法混色の効果と、グラデーションに
よって得られる色彩の効果を共有し、実際に制作するに
あたって技術指導を行う。それぞれの効果を試す機会と
して、練習用のイラストレーションボードを参加者に手
渡し、混色と重色の仕方を試す機会を設けた。［表５－６］
　はじめに、使用する３色のうち任意の２色を隣合わせ
になるよう描画面に乗せ、２色間の隙間を馴染ませるよ
う指示する。これは任意の色彩を画面上で直接混色する、
画面上での混色である。次に、パレット上の絵具をその
ままパレット上で混ぜ、得られた色彩を画面に塗る指示
を行う。これは基本的なパレット上での混色である。【図
13】最後に、画面上に重ね塗りをすることを指示し、ど
のような変化があるかを視覚的に体験することとした。
上記の練習を終えた後、自由に塗り広げていく時間を
とった。

６．本制作
6-a, 絵具を使った活動
　本番用のイラストレーションボードを配布し、練習で
の体験を活用しつつ自由に制作を行う。制作への集中力
の具合から慎重に時間配分を検討し、最大で 10 分の制
作時間とした。描く題材を定めるものではなく、パレッ
ト上の色を塗り広げていってみる、という観点によって
発話が行われた。描画の仕方には、指の腹で塗り広げる
だけでなく、爪でひっかく、塗った箇所をふき取ってみ
る等の効果も考えられた。参加者一人一人によって様々
な描画の仕方があり、それらがどのような効果が生み出
しているのかが見えるよう、他者の作品を見て回る時間
を確保した。［表７］
6-b, 真鍮箔・銀箔を使った活動
　箔についての説明の後、制作の工程を指示する。本来
の箔貼りの工程は、素地の上からへ箔を慎重に被せ、押
さえた後に余分な箔を払い落とすことによって行われ
る。本ワークショップでは、参加者の年齢や参加人数の
こともあり、本来の箔貼りの工程通りに指示・実践を行
うのは困難であった。そのため、専用の容器に箔の束を
置き、容器内の箔へ作品をスタンプの要領で押し付ける
ことによって箔貼りを行う工夫を行った。【図 21】
　参加者が制作した作品を乾燥させ、作品の裏面に取っ
手となるスチレンボードを貼り、作品の表面に薄く糊付
けを指示する。参加者は糊付けされた作品を持って、会
場に設置された箔貼り台へ移動し、上記の工程で箔を作
品に貼り付ける。その後箔をウェットティッシュによっ
て擦り出す工程を経るが、糊の乾燥時間の確保が必要な
ため、乾燥を待つ時間を用いて作品を額装するための木
枠制作を行った。［表９－ 10］

７．額の制作と額装
　額となる木枠は、事前に作品の寸法に合わせ裁断した
ものを参加者人数分準備した。見栄えの観点からフロー
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で身近な素材であるように、他様々な素材を絵画の描画
素材として扱う可能性について広がりがもたらされる。
展色材については、アラビアゴムを主成分とした接着材
が一般に市販されているように、身近な素材であること
に変わりない。市販の洗濯糊を代替して活用することも
可能であることから、本題材は汎用性が見込めるもので
あるといえるだろう。
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【註】
（※１）小谷充、藤田英樹、野村真弘、上野小麻里「減
法混色及び色彩構成による彩色石鹸の制作活動：美術館
のための造形ワークショップ開発Ｉ」、『島根大学教育学
部紀要』57 号、2024 年、pp.73-83

（※２）一般参加者 56 名、教員参加者 12 名の計 68 名の
参加者を得た。

（※３）日本理化学工業株式会社、ダストレスチョーク
（※４）株式会社オリオン、イラストボード（シリウス）、
これを 12cm × 12cm ×厚さ 2.5mm に裁断したものを
使用した。

（※５）工藤博幸「未来を担う子どもたちに贈る理科実
験教室　チョークから絵具を作ろう！化学の力で消える
インクも作ってみよう」、2014 年７月５日、京都教育大
学環境教育実践センター

（※６）野角孝一、楡金美乃、島村吏香、坂本淳子「絵
具遊び活動－附属幼稚園の土砂を用いた制作－」、『高知
大学学校教育研究』６号、2024 年 pp.83-89

【図１】制作物（成果物）の作品

人一人の描写力や表現力に左右されないものとなる必要
があった。図像（イメージ）に依らず、制作の練習段階
から試し塗りを繰り返す指示を与えることで、混色の具
合や重色の様子に注目させることとした。また、指で絵
具を塗るのは、細やかな描画を行うには不向きであり、
大味な描画となる傾向がある。ここでは、あえて大味な
描画に徹することで、作品の部分や、細部に凝り固まら
ずに作業を進められる点が、本ワークショップの内容に
適していた。
　真鍮箔・銀箔を用いた擦り出し技法は、描いた画面に
箔による偶然の模様を生じさせる。模様は乾燥した絵具
に残る凹凸や糊付けの具合、擦り出す際の力加減によっ
て生じ、模様をどのように生じさせるのかを完全にコン
トロールすることは出来ない。絵具の描画による様子と、
箔による模様とで、意外な効果が画面上に現れることに
なる。この偶然性を参加者がどのように受け止めるか不
安があったが、結果として、参加者は画面の具合や色合
いから景色を連想したり、木肌のような風合いを感じ
取ったりと、成果物から思い思いの観念を想像し、楽し
むことができていた。これは、参加者自身の描写力や表
現力によって直接描かれた図像（イメージ）から得たも
のではなく、偶然の模様が生み出した成果から得られた
ものである。参加者の描写力や表現力に左右されず、成
果物から想像力を引き出す体験を与えられたことは本
ワークショップの成果のひとつであるといえる。

３．材料についての問題
　色チョーク等、本来画材として想定されていないもの
を絵画の描画材として扱うにあたり、用意できる色数の
不足や、市販の絵具と比較した際の鮮やかさにどうして
も劣る等の問題があった。今回は色数をあえて三原色に
基づいた色彩に絞り、混色や重色の学習を交えて使用す
ることとした。これにより色数を必要最小限に抑えるこ
とができた。また、鮮やかさの具合については、市販品
と比較して劣るには致し方ない面がある。しかし、あえ
て自作した絵具と市販の絵具とを見比べてみる等、同じ
色味でもそれぞれの微細な風合いの違いや、品質の違い
を感じ取るといった活動を想定することができる。

４．題材の主眼
　一般的に絵画を題材とした活動には、「何を」、「どの
ように描くか」という観点を主題にしているものが多く
みられる。本ワークショップ題材の主眼として設定した、

「何で」、「何に描くか」という観点は絵画を扱う題材に
新たな展開をもたらすものであったといえる。今回、「何
に描くか」という部分については、ひとつの題材に落と
し込むには過剰な要素になり得たため、本ワークショッ
プのうちでは扱わずに終えた。関連した題材として様々
な支持体を用意し、描けるもの、描けないもの、支持体
によって色の見え方が変わるもの等を扱った展開が期待
できる。
　「何で」描くかにあたっては、色チョークが学校現場
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野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表１］タイムライン１

【図４】GL 足元に設置したコンテナ内の配置図
　他に道具回収用、箔の払い落し用の計３つのコンテナ
を設置している。

【図３】各グループ卓上の初期配置図

【図２】会場配置
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

［表２］タイムライン２

【図５】《にわとり》小泉清、油彩、キャンバス、1949 年、
島根県立美術館蔵

【図６】《自画像》小泉清、水彩、紙、制作年不詳、島根
県立美術館蔵

【図７】《老松図》西晴雲、墨、紙、1916 年、島根県立
美術館蔵

112



野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表３］タイムライン３

【図８】粉砕した色チョーク

【図９】乳鉢、乳棒によって粉砕、指導の様子
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

［表４］タイムライン４

【図 10】アラビアゴムの粉末
　山盛り状にトレイに乗せ、中央にくぼみを作ることで
湯の拡散を防ぐ。

【図 11】制作の様子と作成した展色材（バインダー）
　展色材の役割を分かりやすく示すため、タイムライン
上では接着剤と称している。
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野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表５］タイムライン５

【図 12】制作の様子と作成した水彩絵具

【図 13】スライドによる混色、グラデーション、反対色
についての指導
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

［表６］タイムライン６

【図 14】作成した水彩絵具を小分けする作業と小分けさ
れた水彩絵具。MS による塗り方の全体説明の最中に
GL、SP によりパレットへ小分けする。

【図 15】「画面混色の練習」の図
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野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表７］タイムライン７

【図 16】絵具を塗る練習の様子

【図 17】本制作の様子と、作成された画面の様子
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

［表８］タイムライン８

【図 18】スライドによる「箔の効果の説明」の様子

【図 19】擦り出しによって得られる作例の図

【図 20】箔貼り台に設置されたコンテナの配置図
左コンテナ内から、箔の台紙をはがすためのピンセット、
貼った箔を押さえるための綿、箔。右コンテナ内に、余
分な箔を払うための刷毛、新聞紙によって囲いを敷いて
いる。
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野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表９］タイムライン９

【図 21】箔貼りの様子。容器内の箔へ作品を、スタンプ
の要領で押し付けることによって箔貼りを行う。

【図 22】貼り付けられた箔の様子

【図 23】「額の制作」にあたり配布された治具・ガイド
の様子
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

［表 10］タイムライン 10

【図 24】「額の制作」の様子。治具にガイドをあて、木
枠を添わして張り付けることで正確な直角が得られる。

【図 25】擦り出しの様子と得られた画面の図。ウェット
ティッシュを用いて擦り出し技法を行う。
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野村真弘・藤田英樹・小谷　充・上野小麻里

［表 11］タイムライン 11

【図 26】額装の様子。再び治具とガイドを用いることで
作品を正確に厚紙の中央に張り付ける。

【図 27】額装の完成図。事前に作成した四方の木枠を厚
紙に合わせて貼ることで額装が完成する。

【図 28】額装の様子
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色チョークによる水彩絵具を用いたアートパネル制作

【図 29】完成した作品と作品展示の様子

【図 30】「鑑賞」とまとめの様子

［表 12］タイムライン 12
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